











































Local Foods in Today’s Diets ;
－Ways of Fish Arrangement on a Plate－




































































合計 能登 金沢 加賀
２０００年調査 ９３７ １１０ ５５２ ２７５
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図９．盛りつけ方法の習得状況
 考察
今日、食生活環境が大きく変化する中で、郷土
食も変容していると考え、料理や伝統的な食材を
現代の食生活における郷土食
－２２９－
取り上げてその動向を検討してきたが、本報告で
は、食作法のひとつである「鰈の盛りつけ」を取
り上げ、２０００年に実施した調査と２０１０年に実施し
た調査を比較した。両者については、調査対象の
選定や、属性の質問項目については一致していな
いため、同列に比較はできないが、食作法の動向
についてはみることができるものと考えている。
最初に述べたように、１９８０～１９９０年代において、
県内出身者ではほとんどが「白い方表」であった
が、次第に「黒い方表」のものがみられるように
なったことから、２０００年の調査を実施したもので
ある。この時は既に「黒い方表」が１／３となっ
ていたが、２０００年調査の対象者は加賀地域のもの
が多かったことから、石川県全体で考えると、「黒
い方表」はもう少し多いことが推察された。さら
に、この１０年後の２０１０年調査になると「黒い方表」
は２／３となる。ただ、この時の対象は「食生活
改善推進員」であったため、外部からの食に関す
る情報を積極的に取り入れている傾向が高いこと
から「黒い方表」が多くなったものとも思われる
が、一般的にも「白い方表」のものは減少してい
るものと推察される。このことは、食の作法にお
いても、地域の個性が失われ、全国共通の標準的
な形になっていくものであり、この視点からも、
伝統的な食文化の継承が難しくなっていることが
伺われるものである。
次に、地域的な差異をみると、２０００年調査では、
松任市、小松市、加賀市などの加賀地域南部では、
「白い方表」がほとんどを占めており、居住地で
の分類よりも、出身地での分類の方がその傾向が
明確に示されたことは、これらの地域での伝統的
な作法は「白い方表」であることを示していると
言えよう。一方、２０１０年調査では、奥能登、中能
登、口能登、金沢・加賀と北から南にいくにつれ、
「白い方表」が増加するが、中でも最も多かった
のは金沢市であり、加賀南部の市町村では「黒い
方表」の比率が増加していた。２０００年調査では前
述のように加賀南部の市町村は、ほとんどが「白
い方表」であったのに対し、金沢市は「白い方表」
は２／３であった。このことから、県内随一の都
市である金沢市の方が伝統的な作法が守られてお
り、郡部の方が、伝統的な作法の消失が大きいこ
とを示している。１９７８年～１９９８年にかけての「雑
煮」の変化を調査したときも、金沢市の雑煮の内
容は大きく変化していなかったのに対し、加賀地
域では、副材料のほとんどない餅のみの雑煮が主
流であったものが、２０年の間に練り製品や人参な
どの副材料の利用が多くなっており、能登地域で
は練り製品、鶏肉、野菜類など餅以外の副材料の
多い雑煮から、副材料の少ないものに変化してい
た１２）。
これらのことからも、石川県では加賀地域や能
登地域の郡部の人々の方が外部の変化を積極的に
取り入れているのに対し、金沢市民は、伝統的な
食文化を守っていることが推察された。
一方、盛りつけ方法の習得状況やいつ頃からそ
の作法で行っているかについては、２０００年調査と
２０１０年調査では反対の結果となり、２０００年調査で
は、「白い方表」の方が、「母親から習う」ものや
「ずっと以前から」というものが多く、「黒い方表」
のものの方が「学校や料理教室」「本やテレビ」な
どの外部情報によるものが多くみられた。しかし、
２０１０年調査では「黒い方表」のものの方が「母親
から習った」ものや「ずっと以前から」の比率が
多くなっていた。このことは、伝統的な食作法が
急速に薄れており、「黒い方表」が一般的になっ
ていることが推察された。
以上、伝統的な郷土料理や食材などと同様に、
伝統的な食作法も大きく変容していることが伺わ
れたが、我々の周囲には、多くの食情報がもたら
されており、それが要因となっていることが推察
される。すなわち、「白い方表」の場合、全国標
準と考えられる「黒い方表」と比較して「間違っ
ている」とされ、変わっていくことも少なくない
と考えている。ただ、このような場合、「間違っ
ている」とするか「地域の個性」と考えるかであ
るが、江原絢子氏は「食文化とは、ある地域、あ
る時代に多くの人々が営んでいる食習慣」と定義
していることを考えると、２０００年の調査で、加賀
地域で多くにものが鰈の盛りつけ方法を「白い方
表」としていたことは、まさに、この地域の「食
文化」といえる。これらをふまえ、食文化の継承
という課題については、様々な角度からの取組が
必要であると思われる。
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